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2008 年 11 月 14 日 
 

ミスミグループ本社 2009 年 3 月期 第 2 四半期累計 連結業績 
－第 2 四半期累計は売上高・営業利益ともに計画通り－ 

 
株式会社ミスミグループ本社（本社：東京都江東区、社長：高家正行）は本日、2009 年 3

月期 第 2 四半期累計（2008 年 4 月 1 日～2008 年 9 月 30 日）の連結業績を発表しました。 
主な業績数値は以下の通りです。 

 
                2008 年 3 月期    2009 年 3 月期 
                第 2 四半期累計    第 2 四半期累計   増減率 
 百万円 百万円 % 

売上高 61,294  63,607  +3.8 
営業利益 8,142  8,383  +3.0 
四半期純利益 5,568  5,061   △9.1 
1 株当たり四半期純利益    63.09 円           57.13 円    △9.5 

 
＜2009 年 3 月期 第 2 四半期累計の連結業績ハイライト＞ 
 
1. 売上高・営業利益ともに計画通り 

• 2009 年 3 月期 第 2 四半期累計の売上高は 636 億円（前期比 3.8%増）、営業利益

は 83 億円（前期比 3.0%増）、四半期純利益は 50 億円（前期比 9.1%減）となり、

売上高は７期連続、営業利益は 6 期連続で過去最高を更新することができました。 
• 当第 2 四半期は、世界的な景気後退の中で、わが国も輸出の減退と景況感の悪化が

鮮明となりました。当社事業の関連指標である機械受注総額、日本工作機械工業会

の受注額も当期の前年比マイナス幅は大きく拡大するなど、先行きの不透明感が一

層強くなっています。 
• このような状況の中、ミスミグループは継続的な新商品の開発、顧客ニーズに基づ

くプライスダウン、新規カタログ発行、販売用ウェブサイトの充実化等による積極

的な販売促進策を展開すると同時に、顧客の求める短納期化への取り組みを徹底し

てまいりました。この結果、市場環境は厳しいながらも、自動化事業の伸長と国際

事業の拡大によって当第 2 四半期は計画通り進捗することができました。 
 
2. 自動化事業は増収、他のセグメントは景気後退の影響で減収 

• 事業部門別売上高は、自動化事業で 340 億円（前期比 15.7%増）、金型部品事業で

163 億円（前期比 3.5％減）エレクトロニクス事業で 59 億円（前期比 2.0％減）、

光関連事業は 5 億円（前期比 19.9％減）、多角化事業で 49 億円（前期比 17.0％減）

となりました。 
• 自動車、半導体・半導体製造装置などの稼動低下、設備投資抑制の影響を受け、   

金型部品、エレクトロニクス、光関連事業で減収となりました。なお、多角化事業

は前年度第 2 四半期に飲食店向け食品消耗品事業を売却した影響で減収となりまし

た。 
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株式会社ミスミグループ本社 
経営総務室 広報・IR 担当 

Tel：03-3647-7037 Fax：03-3647-5802 
mail：cc@misumi.co.jp 

 
3. 2009 年 3 月期の業績見込みを修正 

• 米国発の世界的な金融危機は実体経済の悪化に波及し、景気の先行き不透明感がま

すます強まっています。当社は事業モデルの徹底、国際事業の拡大に今後も積極的

に取り組んでまいりますが、景況のさらなる悪化による需要減少を考慮し、業績見

込みを修正いたします。 

2009 年 3 月期の業績予想（連結）（2008 年 4 月 1 日～2009 年 3 月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり  
当期純利益 

 

百万円        百万円 百万円     百万円    円 銭 

今回修正予想 119,000 14,000 14,200 8,300  93.64 

【参考】前回発表予想 136,000 16,800 17,200 10,000 112.95 

 
4. 20％の配当性向を堅持 

• ミスミグループは「グループ連結純利益の 20%」の年間配当方針を掲げています。

当第 2 四半期は年間の業績を考慮し、1 株当たりの配当金を前期比 1 円減の 10 円

としました。 
• 内部留保金については、従来どおり財務体質の充実・強化を図りながら、長期安定

的な経営基盤の確立に向けた商品力・サービス力の向上、国内外の仕入・販売体制

の強化などに活用していきます。 
 

［業績予想に関する留意事項］ 
この資料に掲載されている2009年3月期の見通し及び将来に関する記述部分につきましては、国内及び諸外

国の経済状況、各種通貨の為替レートの変動、業績に影響を与えるその他の要因等、現時点で入手可能な情報
をもとに、当社及び当社グループが合理的であると判断した一定の前提に基づいておりますが、リスクや不確
実性を含んでおります。従いまして、これらの将来に関する記述のみに全面的に依拠して投資判断を下すこと
は控えるようお願い致します。実際の業績は、様々な要素により、これら業績予想とは大きく異なる結果とな
り得ることをご承知おきください。 
実際の業績に影響を与えうる重要な要素には当社及び当社グループを取り巻く経済情勢、市場の動向、為替

レートなどが含まれます。 

2009 年 3 月期 第 2 四半期の連結業績の詳細は別添の決算短信をご参照ください。 
 


